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1) はじめに（招聘の概要） 
機能的 MRI(fMRI)法は、ヒトの脳を非侵襲的に計測する手法として脳研究において広く用

いられている手法であり、今日では主に認知神経科学分野の基礎研究において広く用いら

れている。一方で、fMRI は脳における疾患に対する臨床診断などに用いられる手法として

は広く普及しておらず、医工計測技術としては十分に確立した手法であるとは言えない。

fMRI が医療応用に用いられない理由は幾つかあるが、第一に fMRI で得られる血中酸素濃

度レベル依存性信号(BOLD 信号)が神経活動にともなってなぜ、どのように上昇するのかが

十分理解されておらず、疾患を対象にした定量的計測としてどこまで用いることができる

のかがいまだに不明な点が挙げられる。第二に、fMRI の空間解像度・時間解像度に制約が

あり、電気生理学的手法などの既存手法に対する fMRI 計測の優位性が十分に確立していな

い点が挙げられる。このため、fMRI を医工計測技術として今後発展させるためには、fMRI

で得られる信号の生理学的な起源に対する理解を深めることと、fMRI 計測の時空間解像度

を高めることの２点が必要となる。今回の招聘では、fMRI 信号の生理学的なメカニズムの

研究、および fMRI の高解像度化研究の世界的第一人者である Seong-Gi Kim 博士と Jonathan 

Polimeni 博士を招聘し、日本国内の脳イメージング研究者が集う学術集会であるヒト脳イメ

ージング研究会にて特別講演を行なっていただくことで、日本国内において fMRI 技術開発

を今後発展させるために必要な議論の機会を設けることを目的とした。 

 
2) 被招聘者の紹介 
非招聘者である Seong-Gi Kim 博士はヒト生体脳および動物モデルを対象とした機能的

MRI(functional MRI; fMRI)法研究の第一人者であり、小川誠二博士らと fMRI 法の発見に寄



 

 

与したほか(Ogawa, Tank, Menon, Ellermann, Kim et al., 1992 PNAS)、その後も fMRI 法の発展

に多大なる寄与をされている。具体的には、動物を対象とした fMRI 計測により大脳皮質コ

ラム構造を対象とした高解像度 fMRI 信号の時間特性を明らかにした研究（Kim et al., 2000 

Nat Neurosci.）、ラットの嗅球を対象とした計測により興奮性・抑制性の神経活動と fMRI 計

測の関係を検証した研究(Poplawsky et al., 2015)などで成果を挙げられている。現在は韓国・

基礎科学研究員研究センター所長を務められ、韓国における MRI 研究を牽引されている。 

もう一人の被招聘者である Jonathan Polimeni 博士は、fMRI などの脳計測技術開発の世

界的第一人者であり、高空間解像度イメージングによるヒト二次視覚野のコラム構造の

計測(Nasr et al., 2016)、高速撮像法の開発による神経律動計測の実現(Lewis et al., 2016)、
ヒト脳における軟膜動脈を可視化する新たな MRI 計測法の開発(Bollman et al., 2022)な
どで多大なる業績を挙げている。このため、MRI 技術開発によって医工計測技術を発展

させている点と、開発した技術を脳機能研究に応用するという点において Polimeni 博

士は世界をリードしている研究者である。 

 

3) 会議または集会の概要 
ヒト脳イメージング研究会は、MRI・ポジトロン断層法(PET)・脳磁図(MEG) などの非侵襲

脳計測手法を用いてヒトの脳の構造・機能・分子機構の解明を目指した研究者が集まり、研

究に関する議論・若手人材育成・学際的研究者交流を促すことを目的として 2017年 4月に

設立された学術集会である。今年の研究会は、７回目の開催であった。ヒト脳イメージング

研究会では、基礎神経科学分野におけるヒト脳イメージング研究者が中心となり、数理工

学・情報学・工学・物理学の研究者と革新的な計測・解析手法の開発を目指した交流、社会

学・心理学・臨床医学の研究者と学際的脳イメージング研究の広がりを目指した交流を推進

することを目指している。また次世代の人材育成も目指しており、学位取得後５年以内また

は学位取得前の研究者による優秀な発表に対して、若手奨励賞を授与する制度を設けてい

る。ヒト脳イメージング研究会は、今後更なる発展を目指し、来年度に臨床系の研究者が多

く在籍している日本ヒト脳機能マッピング学会と合併することを予定している。このため、

今年度の第７回ヒト脳イメージング研究会は合併前の最後となる節目の大会であった。 

 
4) 会議の研究テーマとその討論内容 
第７回ヒト脳イメージング研究会では、新型コロナ感染症の影響で長らく困難であった国

際的な科学的コミュニケーションを再び行うことを目指しています。このため、”Toward 

Advanced Imaging on Human Brains”をテーマに、先端的な脳計測技術開発研究を行なわれて

いる２名の研究者を海外から招聘し、オンサイトでの先進的な特別講演をお願いすること

で最新の脳構造手法について議論する場とすることを目指した。これに加え、生命倫理に関

する特別講演、先端的脳研究についての国際シンポジウム、基礎研究と臨床研究の融合をテ

ーマとしたシンポジウムのほか、一般演題の口頭発表・ポスターフラッシュトーク・ポスタ



 

 

ー発表を行うことで、最新の情報収集および様々な領域の研究者間の交流の場、国際交流の

促進および次世代の研究者の育成の場となることを目指した。 

 
5) 招聘した成果 
 海外から優れた演者２名を招聘することができた結果、47 件の一般演題の申し込みがあ

った。これは、昨年度の研究会と比較すると倍近い件数であった。また２日間の参加者につ

いては、オンサイト・オンライン合わせて 190名と盛況であった。 

 ２名の演者の先生方には、それぞれ１時間の特別講演をお願いした。Seong-Gi Kim 先生

は、主に Spin-Echo 法による先端的な高空間解像度 fMRI と、近年 Science 誌に発表された

DIANA 法と呼ばれる高速脳活動計測法の再現性に関する講演をされた。Jonathan Polimeni

先生は、fMRI の生理学的基盤に関する血管系とペリサイトに関する知見から始まり、従来

よりも高い時間解像度で fMRI 計測を行うことが可能であることや、血管系の計測と結びつ

けることで白質の fMRI 計測も一部解釈可能となることについて講演をされた。いずれの講

演も先端的かつ刺激的な内容で、講演中・講演後を問わず常に質疑が絶えない活発なセッシ

ョンとなった（図１）。 

 
図１．左上：Seong-Gi Kim 博士による特別講演。右上：Jonathan Polimeni 博士による特別講

演。下：第７回ヒト脳イメージング研究会参加者による集合写真（会場：玉川大学）。 

 



 

 

 またヒト脳イメージング研究会の終了後、さらに国内機関の研究者との交流を深めるた

め、９月１１日に Kim 博士と Polimeni 博士の両名に生理学研究所を訪問していただきご講

演いただいた。また翌日の９月１２日には、京都大学の岡田知久准教授のもとを Polimeni 博

士がさらに訪問され、ご講演を行われた。いずれも、日本国内では数少ない７テスラ MRI

装置を有する機関であり、両機関の研究者と活発な意見交換が行われる機会となった（図

２）。 

 

 
図２．左：生理学研究所での集合写真。右：京都大学での Polimeni 博士のセミナーの様子。 

 
6) その他 
 大会の終了後、参加された大学院生の方より、Kim 博士と Polimeni 博士の講演を間近で

聴講できたことが大変刺激になったとのコメントが申請者に寄せられた。また、脳計測科学

分野では、国際ヒト脳マッピング学会(OHBM)の年次大会が 2024 年に韓国・ソウル市で開

催されることが予定されている。次年度の OHBM に日本からの参加をさらに促すことで、

今後韓国の研究者との交流がさらに加速されることが期待できる状況である。このため韓

国のフラッグシップ機関での所長を務められる Kim 博士と直接対面で深い交流を行うこと

ができたことは、今後の近隣国との連携を進める上で日本の研究コミュニティに大きな意

義があったと考えられる。 


